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⾃閉症、脳内の神経の働きと関係－浜松医科⼤
ソーシャルブックマーク：    

　浜松医科⼤精神神経医学講座の森則夫教授らを中⼼とする研究グループは1⽉5⽇、厚⽣労働省内で記
者会⾒を開き、⾃閉症の⼈の脳内では「セロトニン神経」が正常に働いていないとする研究結果を発表し
た。同⽇に⽶専⾨誌「Archives of General Psychiatry」に掲載された。辻井正次・中京⼤現代社会学部教
授は会⾒で、「（脳内に）障害部位があることが明らかになったのは、今後、発達障害者の⽀援を実現して
いく意味ではとても⼤事な研究になる」などと述べた。

【関連記事】
⾃閉症への正しい認識求めシンポ
⾃⽴⽀援法の⾒直しなど関係団体が要望
社会⾏動と脳の基盤の関連性を研究へ―⽂科省
地域への⽀援充実求める－発達障害検討会
発達障害検討会、今後の⽀援⽅向性を提⽰

　発表によると、薬物療法を受けたことのない⾃閉
症の⼈20⼈と健常者20⼈の脳を頭部専⽤PET（陽
電⼦放射断層撮影）スキャナーで撮影。分析した
ところ、⾃閉症の⼈の脳全体では、「セロトニン神
経」の働きを調整するたんぱく質「セロトニン・トラン
スポーター」の密度が健常者と⽐べて低下してお

り、「セロトニン神経」が正常に働いていないことが分かったとしている。⾃閉症の⼈の脳内での障害が画像
研究で明らかになったのははじめてだという。
　また、脳部位の「帯状回」でセロトニン神経の働きが弱まると「相⼿の気持ちが分からない」との症状が、
「視床」での働きが弱くなると同じ⾏動などを繰り返す「こだわり」の症状が強まるなど、症状の重症度と相
関が⾒られたという。

　森教授は会⾒で、⾃閉症に関連する遺伝⼦は複数あるとしたも
のの、「遺伝⼦がどのようにセロトニン・トランスポーターの異常に
つながっていくかはブラックボックスだ」と述べた。また、「遺伝⼦
の関与があることは明らか。環境もまた遺伝⼦に作⽤する」と述
べる⼀⽅、精神的な障害には誰でもなる可能性があるとして
「（⾃閉症は）『遺伝病』では決してない」と強調した。
　また辻井教授は、2005年4⽉の発達障害者⽀援法の施⾏以
来、発達障害は公的に認められたが、脳機能の障害は「何が障
害なのか」を説明できない状況が続いたと指摘。「障害がありな
がらもきちんと可視化できず、いろんな意味での不利益を⽣じさ
せていた」と述べた。その上で、「障害部位が確かにあるというこ
とが（研究で）明らかになったことは、今後、発達障害者の⽀援を
実現していく意味ではとても⼤事な研究になる」とした。
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プロがあなたの転職をサポートする転職⽀援サービ
スや専⽤ツールで病院からスカウトされる機能を使っ
て転職を成功させませんか？

【第91回】今井浩三さん（⽇本がん治療認定医機構理事
⻑）　約3000⼈のがん診療医たちが参加する4回⽬の
「がん治療認定医」の試験が12⽉20⽇、千葉の幕張メッ
セで実施される。「安⼼してかかれるがん診療医（がん
治療認定医）を育て、そうした医師を誰もが簡単に探す
ことのできる制度を確⽴する」。その実現を⽬ ...

記事全⽂を読む

　JR東京駅から外房線の特急「わかしお」に乗る。休⽇
ともなれば、サーフボードを抱えた若者や九⼗九⾥浜へ
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